
系
列
網
）
で
結
ぶ
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
、
各
学
校
の
人
的
・
物
的
資
源
を
相
互

に
活
用
し
な
が
ら
多
様
な
学
び
を
保
障
す
る
、

経
済
効
率
性
と
教
育
多
様
性
を
同
時
に
追
求

し
た
学
校
間
連
携
の
考
え
方
に
基
づ
く
学
校

と
し
て
い
ま
す
。

■
椿
・
椿
泊
地
区
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ン
ス

ク
ー
ル
を
活
用
し
た
学
校
教
育
の
推
進

　

阿
南
市
立
椿
小
学
校
、
椿
泊
小
学
校
、
椿

町
中
学
校
の
３
校
は
、
平
成
25
年
度
に
文
部

科
学
省
「
小
中
一
貫
教
育
校
に
よ
る
多
様
な

教
育
シ
ス
テ
ム
の
調
査
研
究
事
業
」
の
研
究

指
定
を
受
け
、
チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
を
活
用

し
た
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
の
研
究
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、小
規
模
校
の
課
題
で
あ
る「
集

団
活
動
、
集
団
行
事
の
教
育
効
果
の
低
下
や

協
働
的
な
学
び
の
実
現
の
困
難
さ
」
に
つ
い

て
は
、
こ
の
チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
の
活
用
に

よ
り
大
き
な
集
団
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
で
集

団
活
動
・
集
団
行
事
の
実
施
が
可
能
に
な
り
、

多
様
な
学

び
や
ふ
れ

あ
い
を
児

童
生
徒
は

経
験
す
る

こ
と
が
で

き
る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。「
人

間
関
係
の

固
定
化
」

■
チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
と
は

　

徳
島
県
教
育
委
員
会
は
、
平
成
24
年
度
に

鳴
門
教
育
大
学
と
共
同
研
究
を
行
い
、
平
成

25
年
３
月
に
「
徳
島
県
に
お
け
る
今
後
の
人

口
減
少
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の
在
り
方
研

究
」
を
最
終
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
で
は
「
チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
」

と
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
２
つ

の
学
校
教
育
の
か
た
ち
を
「
徳
島
モ
デ
ル
」

と
し
て
提
案
し
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ー
ン
ス
ク

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
校
を
維
持
し
つ

つ
、複
数
の
小
規
模
校
を
チ
ェ
ー
ン
（
連
鎖
・

と
い
う
課
題
に
つ
い
て
も
、
校
種
を
越
え
た

人
間
関
係
の
広
が
り
が
生
ま
れ
、
人
間
関
係

構
築
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・

強
化
に
よ
り
、
校
種
を
越
え
て
他
校
と
情
報

交
換
を
す
る
機
会
が
増
え
た
り
、
教
職
員
間

で
他
校
の
子
ど
も
の
話
題
が
日
常
的
に
出
た

り
す
る
な
ど
、
椿
・
椿
泊
地
区
全
体
の
教
員

と
し
て
、
小
中
一
貫
し
た
９
年
間
の
学
び
を

通
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
意
識
が
教

職
員
の
中
に
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
一
貫
教
育
の
視
点
に
立
っ

た
合
同
学
習
や
合
同
行
事
が
増
加
し
、
小
学

生
が
中
学
校
を
訪
問
し
て
学
習
し
た
り
活
動

し
た
り
す
る
機
会
が
飛
躍
的
に
増
え
た
こ
と

に
よ
り
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接

続
が
図
ら
れ
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
も

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
新
た
に
文
部
科
学
省
か

ら
「
少
子
化
・
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た

活
力
あ
る
学
校
教
育
推
進
事
業
」、
徳
島
県

か
ら
「
小
中
一
貫
教
育
（
徳
島
モ
デ
ル
）
推

進
事
業
」
の
研
究
指
定
を
受
け
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
の
成
果
を
も
と
に
、「
確
か
な
学
力

の
育
成
」、「
社
会
性
・
リ
ー
ダ
ー
性
の
育
成
」、

「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
の
育
成
」、「
判
断

力
・
行
動
力
・
共
助
心
の
育
成
」
の
４
つ
の

柱
を
立
て
、
椿
・
椿
泊
地
区
が
め
ざ
す
児
童

生
徒
像
（
共
通
目
標
）
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と

に
誇
り
を
持
ち
、
笑
顔
と
元
気
が
あ
ふ
れ
る

椿
っ
子
」
の
達
成
に
向
け
て
多
様
な
教
育
活

動
を
展
開
し
、
学
校
教
育
の
一
層
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人口減少社会の到来

判断力・行動力・共助心の育成

地震・津波を想定した合同防災訓練の実施
・安全防災意識の向上
や自ら判断し行動する
力、共に助け合う精神
の育成

椿町中学校

椿泊小学校 椿小学校

少人数のデメリットはチェーン機能に
より削減
・相当量の合同学習の実施による、
多様な学びの保障

地域の教育力を積極的に活用
・地域人材の活用、地域の社会施設
との連携による多様な学習活動の実施
・地域の自然環境を生かした豊かな体験活動
の実施

地域の過疎化
少子化

学校の小規模校化
学級の少人数化

地域の特性を生かしながら、小規模校のメリットを最大限に生かし、デメリットを最小限に抑え、小規模校を存続・活性化！

地理的に学校の統廃合が困難

学校の統合により学校教育を維持

少規模校のよさはそのまま活用
・個に応じた指導、きめ細やかな指導
の徹底

確かな学力の育成 ふるさとを愛する心の育成

阿南市椿・椿泊地区

社会性・リーダー性の育成

９年間を見通した小中一貫教育（チェーンスクール） 徳島モデル 椿町バージョン

小規模校の維持・存続 学校教育活動の活性化 地域の活性化 学校を拠点とした地域コミュニティの深まり

分散型小中一貫教育（チェーンスクール）を活用した活力ある学校教育の推進

相当量の合同行事等の計画的な実施
・より大きな集団の中で、気付きや学びの深まり、
人間関係構築力の高まり

学校間ネットワーク
の強化による教育の
質の保障

地域の教育目標の達成 ：ふるさとに誇りを持ち、笑顔と元気があふれる椿っ子

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち

笑
顔
と

元
気
が
あ
ふ
れ
る

椿
っ
子
の
育
成

特集

～
分
散
型
小
中
一貫
教
育

（
チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
）
を
活
用
し
て
～

椿町中学校区小中一貫教育
キャラクター「ツバッキー」

椿小学校・椿泊小学校・椿町中学校の児童生徒、教職員、保護者の皆さん

小中合同での学び

　
少
子
高
齢
化
や
都
市
へ
の
人
口
集
中
に
よ

り
地
域
の
過
疎
化
が
進
み
、
学
校
の
小
規
模

化
、
学
級
の
少
人
数
化
に
よ
る
教
育
へ
の
影

響
が
全
国
各
地
で
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

阿
南
市
立
椿
小
学
校
、
椿
泊
小
学
校
、
椿
町

中
学
校
の
３
校
が
位
置
す
る
椿
・
椿
泊
地
区

も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
地
域
の
児

童
生
徒
数
は
平
成
10
年
に
は
小
中
学
生
合
わ

せ
て
２
０
６
人
で
し
た
が
、
平
成
20
年
に
は

１
０
２
人
と
な
り
、
平
成
28
年
度
は
48
人
ま

で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
椿
・
椿
泊
地
区
３
校
は
、
近
隣
の
学
校
か

ら
は
山
を
隔
て
、
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
遠
隔

地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
理
的

要
因
や
地
域
事
情
、
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
拠
点
で
あ
る
学
校
の
存
在
意
義
を
踏
ま

え
、
３
校
で
は
学
校
の
統
廃
合
で
は
な
く
、

学
校
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
強
化
に
よ

り
学
校
教
育
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
分
散
型
小
中
一
貫
教
育
（
チ
ェ
ー

ン
ス
ク
ー
ル
）
を
活
用
し
、
教
育
の
質
の
保

障
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

笑顔と元気があふれる椿っ子

分散型小中一貫教育（チェーンスクール）を活用した活力ある学校教育の推進

棚子島

舞子島野々島

曲

香

加茂前
豊野

内歩

船頭ケ谷

船背
平松

小杭

小勝島
大原

高島

前島 伊島

伊島
小・中

福井小・中

阿南第二中
橘小

椿泊小

椿小

椿町中
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笑顔と元気があふれる椿っ子

■
う
み
が
め
学
習

　

地
域
の
蒲
生
田
岬
に
上
陸
・
産

卵
す
る
う
み
が
め
の
観
察
や
保
護

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
の

方
を
講
師
に
招
き
、
う
み
が
め
の

生
態
や
保
護
に
つ
い
て
児
童
生
徒

が
と
も
に
学
び
ま
し
た
。
環
境
学

習
と
結
び
つ
け
た
う
み
が
め
学
習

を
通
し
て
、
郷
土
の
自
然
を
大
切

に
す
る
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
防
災
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ

　

３
校
の
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
教

職
員
が
参
加
し
、毎
年
地
域
を
変
え

て
実
施
し
て
い
ま
す
。児
童
生
徒
と

保
護
者
に
よ
る
混
合
班
で
、避
難
場

所
等
の
確
認
を
し
た
り
、防
災
に
関

す
る
ク
イ
ズ
を
解
い
た
り
し
な
が

ら
地
域
を
歩
き
、防
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
い
ま
す
。

■
小
中
合
同
体
力
テ
ス
ト

　

椿
小
学
校
・
椿
泊
小
学
校
の
全

校
児
童
が
椿
町
中
学
校
に
集
ま

り
、
中
学
生
も
交
え
て
異
学
年
の

縦
割
り
班
で
体
力
テ
ス
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
小
学
生
に
と
っ
て
は

同
年
代
の
児
童
と
の
交
流
の
機
会
、

中
学
生
に
と
っ
て
は
リ
ー
ダ
ー
性

を
育
む
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
椿
・
椿
泊
町
合
同
運
動
会

　

保
育
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

地
域
全
体
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
毎

年
９
月
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
中
合
同
種
目
で
は
小
中
の
交
流

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、準
備

や
運
営
な
ど
多
く
の
役
割
を
小
中

学
生
が
担
い
、地
域
の
人
々
と
の

関
わ
り
の
中
で
社
会
性
を
育
む
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
学
習

　

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を

講
師
に
招
き
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
、
伝
統
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
、

ふ
る
さ
と
学
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
講
師
の
方
の
話
を
通
し
て
、

自
分
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
地
域

を
深
く
知
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る

さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
も
つ
人
材
を
育
て
て
い
ま
す
。

出
前
授
業

　

教
員
の
専
門
性
を
生
か
し
、
小
・

中
学
校
教
員
が
相
互
に
出
前
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
に

と
っ
て
は
よ
り
専
門
的
な
学
び
を

得
ら
れ
、
ま
た
教
員
に
と
っ
て
は

地
域
の
教
員
と
し
て
の
意
識
の
向

上
や
児
童
生
徒
理
解
の
深
ま
り
、

小
中
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
取

組
の
推
進
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ

　

世
の
中
の
出
来
事
に
対
す
る

様
々
な
考
え
を
知
っ
た
り
、
考
え

を
深
め
た
り
、
情
報
を
吟
味
し
た

り
す
る
力
の
育
成
を
め
ざ
し
て
、

Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
聞
記
事
の
作
成
に
も
取
り
組

み
、
小
中
学
生
が
協
力
し
て
作
り

上
げ
た
記
事
は
新
聞
に
掲
載
さ

れ
、
県
内
に
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

■
防
災
教
育
・地
震
体
験
車

体
験

　

避
難
時
の
心
構
え
や
緊
急
時
の

ロ
ー
プ
の
使
い
方
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
地
震
体
験
車
で
は
震

度
７
な
ど
の
強
い
揺
れ
を
体
験
し

ま
し
た
。
地
震
の
恐
ろ
し
さ
や
、

地
震
が
起
き
た
と
き
の
対
応
、
地

震
に
対
す
る
備
え
の
大
切
さ
な
ど

を
と
も
に
学
び
、
防
災
意
識
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
椿
支
部
人
権
教
育
研
究
大
会

　

地
域
全
体
の
人
権
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
に
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
も
参
加
し
て
毎
年
冬
に
公

民
館
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

権
ポ
ス
タ
ー
や
人
権
標
語
の
展
示

と
と
も
に
、
小
・
中
学
生
に
よ
る

人
権
発
表
を
行
い
、
地
域
へ
の
人

権
啓
発
に
取
り
組
む
こ
と
で
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
育
ん
で

い
ま
す
。

■
田
植
え
・
稲
刈
り
体
験

　

地
域
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、椿
小
・
椿
泊
小
合
同
で
米
作
り

体
験
を
し
ま
し
た
。田
植
え
や
稲
刈

り
の
体
験
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち

は
生
産
者
の
苦
労
を
学
び
ま
し
た
。

収
穫
し
た
お
米
は
学
校
で
児
童
が

調
理
し
、お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。食
育
と
結
び
つ
け
、食
べ
物
を

大
切
に
す
る
心
を
育
て
て
い
ま
す
。

■
チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
を
活

用
し
た
取
組

合
同
学
習

　

小
学
校
合
同
や
小
中
学
校
合
同

で
、児
童
同
士
、ま
た
児
童
生
徒
が

と
も
に
学
ぶ
合
同
学
習
を
頻
繁
に

実
施
し
て
い
ま
す
。多
様
な
学
習

形
態
に
よ
り
学
習
活
動
が
活
性
化

し
、学
び
の
広
が
り
や
深
ま
り
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
児
童

生
徒
・
教
員
の
交
流
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
よ
り
、中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

■
小
規
模
校
の
よ
さ
を
生
か

し
た
取
組

　

小
規
模
校
の
よ
さ
を
生
か
し
、

一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
し
っ
か

り
と
目
を
配
り
な
が
ら
、個
別
指

導
の
充
実
な
ど
、き
め
細
や
か
な

指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ふるさとを愛する心の育成確かな学力の育成

判断力・行動力・共助心の育成社会性・リーダー性の育成

うみがめの大きさや重さを実感個に応じた指導

中学校教員による小学校への
出前授業

小中学生が協力して体力測定

田植え体験
地域の歴史や名跡についての学び

小中合同でオリエンテーリング

防災に関するクイズを解答中ロープの結び方を学習小中合同種目椿泊小学校児童による人権発表
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チェーンスクール　教育現場の声
　ふれあい防災オリエン
テーリングをした時、中
学生が私たちをリードし
てくれました。私たちに
歩くスピードを合わせてく
れたり、クイズの答えを
聞いてくれたり、みんな
で協力してできました。
最後の難しい問題も一緒
に答えを考えて正解でき
たので、うれしかったです。来年もしたいです。
そして、ほかの小中一貫の活動でも、みんな
で協力し合って、仲良くなっていきたいです。

藤目 心海さん
（椿泊小学校５年）

　小中一貫教育を活用し
た取組が実施された日に
は、家に帰ってきてうれ
しそうに話をしてくれる
子どもの姿を見て、小中
一貫教育は小規模校のメ
リットを生かした最高の
取組であると感じていま
す。椿・椿泊地区の子ど
もたちが義務教育の期
間、全員が楽しく仲良く、良い思い出をたく
さん作って町外の高校に向けて旅立ちができ
ることが重要だと思います。

八原 幸生さん
（椿小学校ＰＴＡ会長）

　椿・椿泊地区の運動会
はとても楽しいです。椿
泊の友達とは一緒に綱引
きをしたり、名前を呼び
合ったりし、とても仲良
くなりました。また中学
校の人とも一緒に競技を
しました。その時は中学
生が優しく教えてくれま
した。この椿泊小と中学
校との合同運動会が、いつまでも続いてほし
いです。また、伊島小との交流も楽しいです。

坂崎 さくらさん
（椿小学校６年）

　小規模校のメリットを
最大限に生かした取組
が、地域の活性化につな
がればという思いで３校
が取り組んでいます。以
前より、児童・生徒が自
らの意見を考え、気持ち
をしっかりと発言できる
機会が増えました。テレ
ビ会議システムの導入に
より、移動時間も短縮されました。今後も全
力で地域・家庭に向けて「笑顔と元気」を発
信していきます。

清水 佳子さん
（椿町中学校教員）

　さまざまな考えに触れ
ることのできる合同授業
は、子どもたちにとって
考えを広げることのでき
る良い機会となっていま
す。また、テレビ会議シ
ステムを用いて、朝の活
動の時間や休み時間など
授業のほか、簡単に交流
することができていま

す。今後はこれらをより積極的に活用し、小
中間の交流を深めていきたいと考えていま
す。

多田 幸司さん
（椿泊小学校教員）

　私が小中一貫教育の取
組で楽しいと感じること
は、普段交流があまりな
い小学生たちと触れ合え
ることです。小中合同体
力テストや、運動会など
中学校の校庭でしかでき
ないことも、合同でやれ
ば、より大規模な人数で
できます。また、昨年に

導入されたテレビ会議システムにより、小中
合同の活動の幅の広がりに期待しています。

出崎 世奈さん
（椿町中学校３年）

■
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

の
活
用

　

合
同
学
習
や
児
童
生
徒
間

交
流
を
行
う
際
に
、児
童
生

徒
の
移
動
や
教
員
の
打
ち
合

わ
せ
に
か
か
る
時
間
の
確
保

が
ひ
と
つ
の
課
題
で
す
。テ

レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用

す
る
こ
と
で
、各
校
に
い
な

が
ら
合
同
学
習
や
児
童
生
徒

間
交
流
、教
職
員
の
打
ち
合

わ
せ
や
会
議
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、取
組

の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

体
会
議
で
は
目
標
や
取
組
内

容
に
つ
い
て
の
協
議
や
共
通

理
解
を
行
い
、
円
滑
な
研
究

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
研
究
推
進
組
織
の
構

築・強
化

　

校
長
部
会
、
教
頭
部
会
、
教

務
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
部
会

等
を
組
織
し
、
機
能
的
な
研
究

推
進
体
制
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
推
進
会
議
で
は
大
学
教

授
、
教
育
委
員
会
関
係
者
等
を

招
き
、
指
導
助
言
を
受
け
な
が

ら
研
究

の
方
向

性
に
つ

い
て
確

認
を
し

て
い
ま

す
。
全

チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
の

充
実
に
向
け
て

テレビ会議での小中学生の交流

教職員の打ち合わせ
校長部会

事業推進に向けての協議

校長部会

教頭部会

教務・コーディネーター部会

推進会議
（各校長・各教頭・各教務主任

・各小中一貫教育コーディネータ－）

全体会議
（各校長・各教頭・各教務主任

・各小中一貫教育コーディネータ－・各校教職員）

阿南市
教育委員会

徳島県
教育委員会

椿公民館

各校ＰＴＡ

鳴門
教育大学

文部科学省

研究推進組織

教科部会
・各教科小部会

教科外部会
・道徳・特別活動等小部会

各校学校
評議員

「
み
ん
な
の
椿
町
」

作
詞
　
椿
・
椿
泊
地
区
の
子
ど
も
た
ち

作
曲
　
堀
内
　
佳

　
こ
の
歌
は
平
成
26
年
度
に
児
童
生
徒
が
合
同
で
作
っ

た
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
で
す
。
歌
詞
の
１
番
を
椿

小
学
校
、
２
番
を
椿
泊
小
学
校
の
児
童
が
「
地
域
の
よ

い
と
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
作
詞
し
、
３
番
は
椿
町
中
学

校
の
生
徒
が
「
ふ
る
さ
と
と
自
分
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に

作
詞
し
ま
し
た
。
合
同
学
習
や
地
域
の
行
事
の
機
会
に
、

こ
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
み
ん
な
で
歌
っ
て
い
ま
す
。

（
１
番
）
真
っ
赤
に
咲
く
よ

　
椿
花

　
　
　
　
氷
魚
ぴ
ち
ぴ
ち

　
椿
川

　
　
　
　
ウ
ミ
ガ
メ
く
る
よ

　
蒲
生
田
の
浜
に

　
　
　
　
朝
日
か
が
や
く

　
明
神
山
の

　
　
　
　
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
に
夢
の
せ
て

　
　
　
　
元
気
い
っ
ぱ
い

　
椿
っ
子

（
２
番
）
椿
泊
の
　
青
い
海

　
　
　
　
大
漁
旗
に
　
あ
こ
が
れ
て

　
　
　
　
大
き
な
海
を
　
進
む
海
の
子

　
　
　
　
船
だ
ん
じ
り
に
　
水
中
花
火

　
　
　
　
木
造
校
舎
　
佐
田
神
社

　
　
　
　
み
ん
な
僕
ら
の
　
宝
物

（
３
番
）
生
ま
れ
育
っ
た
　
ふ
る
さ
と
は

　
　
　
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
椿
町

　
　
　
　
未
来
へ
つ
な
ぐ
　
豊
か
な
自
然

　
　
　
　
人
か
ら
人
へ
と
　
伝
え
る
文
化

　
　
　
　
光
が
照
ら
す
　
僕
ら
の
未
来

　
　
　
　
こ
の
町
ず
っ
と
　
こ
の
胸
に 

笑顔と元気があふれる椿っ子
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